
パッケージ支援 事例集 

府立大阪北視覚支援学校  

テーマ：重複障がいのある児童生徒に対しての ICT活用 

概要 
府立大阪北視覚支援学校では、「重複障がいのある児童生徒に対しての ICT 活用」をテーマにパッ

ケージ支援を行いました。全体会では、ICT の活用について確認しました。支援教育における ICT の有

効性について共有し、ICTを適切に活用するための考え方を整理しました。 

研究授業では、ICT 機器を活用することで、子どもたちが自ら活動を選び、主体的に取り組む姿が見

られました。また、個々の特性に応じた支援の工夫が、学習意欲の向上につながることが確認できまし

た。 

研究協議では、ICT を使うことで効果的な支援につながることに加え、直接的なコミュニケーションや

具体物を使った活動の重要性もあらためて考えることができました。 
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アンケート集約 

全体会 
9月 2日（月）「ICTを活用した授業づくり」について 

支援教育推進室 指導主事 より （以下資料より抜粋） 

 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」について、支援教育における ICT活用について確認し、ICT機器

を活用することで指導・支援の効果を高めることが期待できる場面や機能について協議を実施しました。

協議を通して、日々の教育活動に ICT機器をどのように取り入れることができるかなど、気づいたことを

共有できる機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援教育における   活用の視 

視 １
教 指導の効果を高め
たり、  活用能 の育
 を ったりするために、
   を活用する視 

視  
障がいによる学習上 は
生活上の   を  ・
  するために、   を
活用する視 

      学 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の 体的な 実より

  学習 個別学習 協働学習 

  学習では  や   を 
大・  、 面 の き   を
活用して かりやすく  すること
により、子 たちの  ・  を高
めることが 能となる。

個別学習では ジ ル教 などの活用により、自ら
の  について く  ることや、自 に合った進 
で学習することが  となる。また、    の学習
  を  することにより、個々の理 や  の  
に応じた学びを  することが 能となる。

協働学習では   ット  や 子   を活用し、
教室 の授業や   ・  の学校との  学習
において子   による意見  、  などお い
を高めあう学びを通じて、 考 、   、   な
どを育 することが 能となる。

 １：教 による教 の    ：個に応じる学習   ：  活動  １：  や 合い   ：協働での意見整理

  ： 考を める学習   ：  ・    ：  学習   ：協働    ：学校の を えた学習

  用    学 「学びの   ーション事業」     ト
  

    学 「学習の  となる資 ・能 としての体  例と   ュ  ・マ ジ ント  ルの活用  活用能 の育 」より

  活用能 の育 ための   れる学習  
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研究授業 学 年 ・ 教  ： 
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 学    、 、 、６年生  道徳 

「世界のあい つ」 
 

研 究 協 議 の 

ポ  ン ト 

 

 

   ット端末に触れると音声が れるという仕組 を子どもが理 し、    

が高まり、自 的に操 する様子が見られるなど主体的な学びにつながっていました。

また、ICT と従来の教 のバ ンスについても協議し、物に触れたり、直接的なやり取

りをしたりすることを大切にすることが求められる場面もあり、ICT を活用することを目

的とするのではなく、学習のねらいに沿った適切な活用を考えていくことが必要である

ことを確認しました。 

 

 

学 年 ・ 教  ： 

単 元 名 ： 

高    １年生  自立活動 

「   ット端末で活動  を選択する」 

研 究 協 議 の 

ポ  ン ト 

 

 

意 の 出を補助するアプ ケーションソフトを使用することで、子どもが自 で活

動を選び、主体的に取り組む姿が見られました。これまでの指導で培ってきた「自 で

選ぶ」「自 で決める」という経験をもとに、ICTを活用し、子どもに合わせて 答の 

 方法を工夫することで学習の効果が高まっていました。将来の自立と社会参加に向

け、どのように 展 せていくかについても意見  を行いました。 

 

 

 果 
本研修を通じて、ICTが重複障がいのある子どもたちの主体的な学びを支え、選択の機会を広げる 

能性があることを共有することができました。特に、研究授業では   ット端末を取り入れたことで、子

どもたちが自ら活動を選んだり、意欲的に取り組んだりする姿が見られました。 

研究協議では、ICT 活用の  ットだけでなく、直接的な わりや具体物を使う支援とのバ ンスにつ

いても意見  することができました。ICTによる支援は、選択の幅を広げたり、子どもの意欲を高めたり

するなど有効である 方で、す ての場面で ICT を用いるのではなく、対面での わりや身体的な活動

を組合わせることが重要であることも確認することができました。また、今後の ICT のより良い活用につ

いて、考える機会となりました。 
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① 実施前 ② 実施後 

 

（アンケートより） 

・支援の必要な生徒 の ICT活用方法や支援方法を検討していく必要があると感じました。 

・  ひとりに合わせた ICT 活用方法を模索していくことは、 しくもあり楽しかった。今後、重複障がい

のある子どもに対する ICT活用を進めていくうえで必要な過 だと感じました。 
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